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八郎潟町議会だより第154号 （2 ）令和５年１月１日

新
年
の
ご
挨
拶

八
郎
潟
町
議
会
議
長

伊

藤

秋

雄

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
八
郎
潟
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
き
新

年
を
迎
え
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
日
頃
よ
り
皆
様
か
ら
は
町
勢
発
展
の
た

め
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
半
世
紀
以
上
に
渡
り
行

政
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
旧
庁

舎
に
代
わ
っ
て
八
郎
潟
町
の
新
庁
舎
が
五
月
六

日
か
ら
業
務
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

八
郎
潟
町
議
会
は
「
人
と
地
域
が
輝
く
豊
か

な
協
働
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
常
に
開
か
れ

た
議
会
を
念
頭
に
、
若
者
の
定
着
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
福
祉
社
会
、
異
常
気
象
等
々
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
み
、
「
安
全
・
安

心
」
な
町
づ
く
り
の
た
め
努
力
し
て
い
く
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
第
八
波
に
入
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
五

回
目
に
な
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
収
束
の
兆

し
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
き
ち
ん
と
マ
ス
ク
を
つ

け
て
外
出
し
、
換
気
を
し
、
人
と
の
距
離
を
と

り
、
注
意
し
て
日
常
生
活
を
送
り
、
コ
ロ
ナ
を

遠
ざ
け
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
伝
統
芸
能
な
ど
が
完
全
と
は
い

え
な
い
ま
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ

ナ
に
打
ち
勝
つ
日
も
遠
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
四
年
三
月
十
六
日
、
福
島
県
と
宮
城
県

で
震
度
六
強
の
地
震
が
起
き
、
死
者
三
人
、
負

傷
者
二
四
七
人
、
五
万
棟
近
く
の
住
家
が
被
害

を
受
け
、
東
北
新
幹
線
が
脱
線
す
る
な
ど
の
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
は
日
本
列
島

の
広
範
囲
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
降
水
量

が
多
く
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
」
に
見
舞
わ
れ
、

断
水
、
土
砂
崩
れ
、
鉄
道
の
運
休
、
住
宅
や
田

畑
の
浸
水
・
冠
水
、
隣
の
五
城
目
町
で
も
河
川

の
氾
濫
が
警
戒
レ
ベ
ル
五
に
。
建
物
の
浸
水
被

害
は
一
八
六
棟
に
も
上
っ
た
よ
う
で
自
然
の
驚

異
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

七
月
八
日
、
奈
良
県
で
街
頭
演
説
中
に
安
倍

晋
三
元
総
理
が
銃
撃
さ
れ
死
亡
す
る
と
い
う

大
事
件
が
起
き
、
日
本
中
が
騒
然
と
し
ま
し
た
。

犯
人
は
四
十
一
歳
の
青
年
で
、
彼
の
本
当
の
標

的
は
自
分
の
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
た
旧
・
統
一
教

会
で
し
た
。
こ
の
大
事
件
が
引
き
金
と
な
り
、

国
会
議
員
と
統
一
教
会
の
つ
な
が
り
や
、
統
一

教
会
に
よ
る
霊
感
商
法
や
献
金
問
題
な
ど
で
苦

し
ん
で
い
る
人
々
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
二
月
二
十

八
日
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
が
始
ま
り
、
世
界
が
驚
愕
し
ま
し
た
。
こ
の

二
十
一
世
紀
に
戦
争
が
起
き
る
と
い
う
、
本
当

に
信
じ
ら
れ
な
い
現
実
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
侵
攻
で
円
安
、
物
価
の
高
騰
が
人
々
の
生

活
に
大
変
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
一
日

も
早
く
戦
争
が
終
わ
る
こ
と
を
世
界
中
の
人
々

が
祈
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
日
本
代
表
の
選

手
た
ち
が
、
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
闘
い
、
二

〇
二
二
年
を
明
る
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
一
年
間
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
八
郎
潟
町
は
比
較
的
平
和
な
年

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
農
業
に
お
い

て
は
八
月
の
出
穂
期
の
長
雨
が
影
響
し
昨
年
の

作
況
指
数
は
九
五
と
な
り
や
や
不
良
。
来
年
度

は
肥
料
の
高
騰
が
農
家
の
悩
み
と
な
り
そ
う
で

す
。
二
〇
一
七
年
、
買
い
物
弱
者
対
策
な
ど
を

目
的
に
町
が
立
ち
上
げ
た
「
は
ち
ら
ぼ
」
に
つ

い
て
経
営
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
議
員
の
特
別

調
査
委
員
会
が
出
し
た
報
告
書
で
は
、
町
の
財

政
規
模
か
ら
す
る
と
現
在
の
補
助
金
額
は
大
き

い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
八
郎
潟
町
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
議
会
と
し
て
も
誠
心
誠

意
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

十
二
月
二
日
八
郎
潟
町
議
会
議
員
の
伊
藤
敦

朗
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
八
郎
潟
町
議
会

と
し
て
大
切
な
仲
間
を
失
い
残
念
で
す
。
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
新
し
い
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。



12月定例会
　12月定例会は、12月６日（火）から９日（金）までの４日間に
わたり開かれました。審議した議案は、条例改正１議案、補正予算
７議案、連携協約締結１議案、人事案件１議案で、いずれも原案通
り可決されました。

令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第５号）

令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第６号）

令和４年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和４年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和４年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

令和４年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和４年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第５号）

歳入歳出に5,847万6千円を追加  総額 39億8,088万4千円

歳入歳出に220万1千円を追加  総額 39億8,308万5千円

歳入歳出に7,085万円を追加  総額 8億1,516万7千円

歳入歳出を121万円減額  総額 9,080万4千円

歳入歳出に22万6千円を追加  総額 2億9,775万円

歳入歳出に4,700万円を追加  総額 10億526万2千円

収益的支出に139万1千円追加し、総額は1億5,375万9千円となります。

《主なもの》
・新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金

769万5千円追加
・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

284万3千円追加
・低コスト技術等導入支援事業費補助金 772万7千円追加
・多面的機能支払交付金返還金 303万4千円追加
・前年度繰越金 2,831万5千円追加

・出産・子育て応援事業国庫補助金 1千円追加
・出産・子育て応援事業県補助金 1千円追加
・前年度繰越金 219万9千円追加

・介護施設等原油価格高騰対策事業費補助金
339万8千円追加

・介護保険特別会計繰出金 587万5千円追加
・新型コロナワクチン予防接種関連（オミクロン対応型）

1,312万4千円追加
・低コスト技術等導入支援事業費補助金※ 772万7千円追加
・多面的機能支払交付金（過年度分） 781万円追加
※コンバイン購入補助事業

・出産・子育て応援交付金 215万円追加
・消耗品費 5万1千円追加

歳　入

主な
もの

主な
もの

収益的
支出

・普通交付金 7,034万円追加

・保険料 74万円減額
・保険基盤安定繰入金 47万円減額

・前年度繰越金 22万6千円追加

・介護給付費負担金　国庫・県費 1,527万5千円追加
・支払基金介護給付費交付金 1,269万円追加
・一般会計繰入金 587万5千円追加
・前年度繰越金 947万2千円追加

・原水及び浄水費（委託料） 91万円減額
・浄水場電気料 264万円追加

・一般被保険者療養給付費 5,601万円追加
・一般被保険者高額療養費 1,378万9千円追加

・広域連合納付金 121万円減額

・光熱水費 22万6千円追加

・介護サービス等諸費 4,460万円追加
・高額介護サービス費 130万円追加

歳
入

歳
入

歳
入

歳
入

歳
出

歳
出

歳
出

歳
出

歳　入

歳　出

歳　出
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一 般 質 問一 般 質 問

（5 ） 八郎潟町議会だより第154号 令和５年１月１日

議員

時
、
安
心
安
全
な
食
料
は
日

本
の
大
地
か
ら
、
今
こ
そ
家

族
農
業
を
見
直
し
て
日
本
の

自
給
率
の
向
上
確
保
が
必
要

な
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
反
対
、
９
条
を
守
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
と
い

う
思
い
で
友
人
達
と
国
道
沿

に
３
回
程
立
ち
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
の
蛮
行
に
対
し
て
の

微
々
た
る
抵
抗
で
す
。
こ
れ

ま
で
無
農
薬
の
野
菜
作
り
を

し
て
き
ま
し
た
。
３
年
生
の

畑
見
学
も
あ
り
ま
し
た
。

町
長

食
料
を
外
国
に
頼
っ

て
い
る
現
在
、
自
給
率
の
38

％
は
危
険
な
状
態
と
思
っ
て

い
る
。
学
校
給
食
に
は
、
今

後
も
地
場
産
の
食
材
を
供
給

す
る
。

諸も
ろ
も
ろ々

の
物
価
上

昇
対
策
に
自
給

率
の
向
上
を

北嶋　賢子

問

長
び
く
コ
ロ
ナ
の
事
態

に
あ
わ
せ
て
、
生
理
用
品
を

ト
イ
レ
に
配
置
し
た
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
経
済
的

な
対
策
と
し
て
の
所
も
あ
り

ま
す
が
、
精
神
的
な
不
安
等
、

予
期
し
な
い
事
が
あ
っ
た
り

し
た
時
の
為
に
も
助
か
る
と

思
う
の
で
す
が
。
誰
し
も
、

は
じ
め
は
母
親
の
助
言
が
あ

り
ま
す
。
私
は
二
度
目
が
半

年
後
で
し
た
。

教
育
長

学
校
の
ル
ー
ル
と

し
て
保
健
室
に
充
分
な
量
を

備
え
て
あ
る
。
急
な
時
の
為

の
着
替
え
も
あ
り
、
必
要
な

時
に
は
、
保
健
室
に
行
く
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。
経
済

的
に
困
る
事
の
無
い
よ
う
に
、

教
育
活
動
に
支
障
の
無
い
よ

う
対
応
し
て
い
く
。
今
後
も

現
状
通
り
で
や
り
ま
す
。
ト

イ
レ
に
は
、
配
置
し
ま
せ
ん
。

問

諸
物
価
が
ウ
ナ
ギ
ノ
ボ

リ
で
す
。
豆
乳
を
購
入
し
よ

う
と
ス
ー
パ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
産
の
大
豆

だ
っ
た
の
で
や
め
ま
し
た

が
、
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

町
は
、
面
積
も
小
さ
な
町
だ

け
れ
ど
も
、
日
本
の
国
土
の

７
割
を
占
め
る
、
山
林
の
生

物
の
多
様
性
、
持
続
可
能
性

の
保
全
の
た
め
に
も
、
そ
の

自
治
体
に
合
っ
た
活
用
方
法

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
活
用
し
だ
い
で
箱
庭
の

様
な
美
し
い
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
荒
廃
し
た
日
本
の

山
林
を
整
備
す
る
の
に
良
い

制
度
が
出
来
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
春
に
は
、
我
家
も
山

林
を
次
世
代
へ
と
継
げ
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

使
い
道
は
、
令
和
１

年
91
万
4
千
円
、
令
和
２
年

１
９
４
万
４
千
円
、
令
和
３

年
１
９
１
万
２
千
円
と
少
額

な
為
に
県
と
協
議
し
積
立
て
、

五
城
目
森
林
組
合
と
委
託
契

約
を
結
び
事
業
を
展
開
。
10

年
〜
15
年
の
ス
パ
ン
で
間
伐

や
枝
打
ち
等
に
使
用
す
る
。

森
林
組
合
等
の
合
併
も
あ
る

の
で
新
た
な
林
道
も
視
野
に

入
れ
る
。
景
観
の
向
上
や
森

林
公
園
の
整
備
に
も
あ
て
ら

れ
る
県
独
自
の
水
と
緑
と
森

づ
く
り
事
業
も
あ
る
の
で
活

用
し
た
い
。

問

野
生
動
物
出
没
の
話
を

す
る
と
、
八
郎
潟
町
の
何
処

に
山
が
あ
る
の
と
聞
か
れ
ま

す
。
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

自
治
体
が
実
施
す
る
森
林
の

整
備
及
び
促
進
に
関
す
る
施

策
の
財
源
に
充
て
る
た
め
創

設
さ
れ
た
交
付
金
制
度
で
す
。

２
０
１
９
年
か
ら
自
治
体

関
連
団
体
の
準
備
金
を
元
手

に
毎
年
、
２
０
０
億
〜
４
０

０
億
円
が
配
ら
れ
ま
す
。
再

来
年
か
ら
財
源
と
し
て
住
民

税
に
１
，
０
０
０
円
が
上
乗

せ
ら
れ
、
納
税
義
務
者
で
あ

る
約
６
，
２
０
０
万
人
が
負

担
す
る
事
と
な
り
ま
す
。
年

６
０
０
億
円
が
都
道
府
県
と

市
町
村
に
配
ら
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
２
０
１
９
年
、
２

０
２
０
年
度
に
市
町
村
に
交

付
さ
れ
た
合
計
５
０
０
億
円

の
う
ち
間
伐
や
人
材
育
成
、

木
材
の
利
用
等
具
体
的
に
活

用
さ
れ
た
の
は
、
２
２
８
億

円
に
と
ど
ま
り
残
り
は
不
使

用
の
ま
ま
市
町
村
に
プ
ー
ル

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
当

森林環境譲与税の活用を

学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用

品
の
配
置
を

一 般 質 問一 般 質 問

八郎潟町議会だより第154号 （4 ）令和５年１月１日

一一 般般 質質 問問12月定例会

５議員が町政に対し質問
　12月７日の本会議において一般質問が行われ、５議員が質問
を行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

◆ 質 問 者

北嶋　賢子 議員（一括質問一括答弁）

１、森林環境譲与税の活用を

２、諸々の物価上昇対策に自給率の向上を

３、学校のトイレ（女子）に生理用品の配置を

小柳　　聡 議員（一問一答）

１、民生児童委員の改選期を迎え今後の展望は

２、スポ少活動の可能性を広げるために

３、教育の充実を図るために

４、学校におけるタブレットの持ち帰りについて

石井　清人 議員（一括質問一括答弁）

１、子どもを産み育てる町を目指す

２、仮に町長選と町議選の同日選挙にするにはどんな手

順になるか

金　　 一　義 議員（一問一答）

１、八郎潟町脱炭素型社会構築事業による庁舎建て替えで

新庁舎の今日までの省エネ効果の数値の値を示してく

ださい。

２、八郎潟町脱炭素型社会構築事業報告書についての「現

状趨勢ケース」の推計方法の考え方について

３、八郎潟町脱炭素型社会構築事業の報告書に対する疑問

について

京極　幸村 議員（一問一答）

１、マイナンバーカード取得率向上と住民サービスの強化

２、カーボンニュートラルに対する取り組み

３、部活動の地域移行を果たすための体制構築

４、６月定例会一般質問におけるその後の進捗は

一般質問とは
　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな
い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。
　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の
発言を続けることができる。
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議員

時
、
安
心
安
全
な
食
料
は
日

本
の
大
地
か
ら
、
今
こ
そ
家

族
農
業
を
見
直
し
て
日
本
の

自
給
率
の
向
上
確
保
が
必
要

な
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
反
対
、
９
条
を
守
ろ
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
と
い

う
思
い
で
友
人
達
と
国
道
沿

に
３
回
程
立
ち
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
の
蛮
行
に
対
し
て
の

微
々
た
る
抵
抗
で
す
。
こ
れ

ま
で
無
農
薬
の
野
菜
作
り
を

し
て
き
ま
し
た
。
３
年
生
の

畑
見
学
も
あ
り
ま
し
た
。

町
長

食
料
を
外
国
に
頼
っ

て
い
る
現
在
、
自
給
率
の
38

％
は
危
険
な
状
態
と
思
っ
て

い
る
。
学
校
給
食
に
は
、
今

後
も
地
場
産
の
食
材
を
供
給

す
る
。

諸も
ろ
も
ろ々

の
物
価
上

昇
対
策
に
自
給

率
の
向
上
を

北嶋　賢子

問

長
び
く
コ
ロ
ナ
の
事
態

に
あ
わ
せ
て
、
生
理
用
品
を

ト
イ
レ
に
配
置
し
た
自
治
体

が
増
え
て
い
ま
す
。
経
済
的

な
対
策
と
し
て
の
所
も
あ
り

ま
す
が
、
精
神
的
な
不
安
等
、

予
期
し
な
い
事
が
あ
っ
た
り

し
た
時
の
為
に
も
助
か
る
と

思
う
の
で
す
が
。
誰
し
も
、

は
じ
め
は
母
親
の
助
言
が
あ

り
ま
す
。
私
は
二
度
目
が
半

年
後
で
し
た
。

教
育
長

学
校
の
ル
ー
ル
と

し
て
保
健
室
に
充
分
な
量
を

備
え
て
あ
る
。
急
な
時
の
為

の
着
替
え
も
あ
り
、
必
要
な

時
に
は
、
保
健
室
に
行
く
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。
経
済

的
に
困
る
事
の
無
い
よ
う
に
、

教
育
活
動
に
支
障
の
無
い
よ

う
対
応
し
て
い
く
。
今
後
も

現
状
通
り
で
や
り
ま
す
。
ト

イ
レ
に
は
、
配
置
し
ま
せ
ん
。

問

諸
物
価
が
ウ
ナ
ギ
ノ
ボ

リ
で
す
。
豆
乳
を
購
入
し
よ

う
と
ス
ー
パ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
産
の
大
豆

だ
っ
た
の
で
や
め
ま
し
た

が
、
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

町
は
、
面
積
も
小
さ
な
町
だ

け
れ
ど
も
、
日
本
の
国
土
の

７
割
を
占
め
る
、
山
林
の
生

物
の
多
様
性
、
持
続
可
能
性

の
保
全
の
た
め
に
も
、
そ
の

自
治
体
に
合
っ
た
活
用
方
法

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
活
用
し
だ
い
で
箱
庭
の

様
な
美
し
い
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
荒
廃
し
た
日
本
の

山
林
を
整
備
す
る
の
に
良
い

制
度
が
出
来
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
春
に
は
、
我
家
も
山

林
を
次
世
代
へ
と
継
げ
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長

使
い
道
は
、
令
和
１

年
91
万
4
千
円
、
令
和
２
年

１
９
４
万
４
千
円
、
令
和
３

年
１
９
１
万
２
千
円
と
少
額

な
為
に
県
と
協
議
し
積
立
て
、

五
城
目
森
林
組
合
と
委
託
契

約
を
結
び
事
業
を
展
開
。
10

年
〜
15
年
の
ス
パ
ン
で
間
伐

や
枝
打
ち
等
に
使
用
す
る
。

森
林
組
合
等
の
合
併
も
あ
る

の
で
新
た
な
林
道
も
視
野
に

入
れ
る
。
景
観
の
向
上
や
森

林
公
園
の
整
備
に
も
あ
て
ら

れ
る
県
独
自
の
水
と
緑
と
森

づ
く
り
事
業
も
あ
る
の
で
活

用
し
た
い
。

問

野
生
動
物
出
没
の
話
を

す
る
と
、
八
郎
潟
町
の
何
処

に
山
が
あ
る
の
と
聞
か
れ
ま

す
。
森
林
環
境
譲
与
税
は
、

自
治
体
が
実
施
す
る
森
林
の

整
備
及
び
促
進
に
関
す
る
施

策
の
財
源
に
充
て
る
た
め
創

設
さ
れ
た
交
付
金
制
度
で
す
。

２
０
１
９
年
か
ら
自
治
体

関
連
団
体
の
準
備
金
を
元
手

に
毎
年
、
２
０
０
億
〜
４
０

０
億
円
が
配
ら
れ
ま
す
。
再

来
年
か
ら
財
源
と
し
て
住
民

税
に
１
，
０
０
０
円
が
上
乗

せ
ら
れ
、
納
税
義
務
者
で
あ

る
約
６
，
２
０
０
万
人
が
負

担
す
る
事
と
な
り
ま
す
。
年

６
０
０
億
円
が
都
道
府
県
と

市
町
村
に
配
ら
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
２
０
１
９
年
、
２

０
２
０
年
度
に
市
町
村
に
交

付
さ
れ
た
合
計
５
０
０
億
円

の
う
ち
間
伐
や
人
材
育
成
、

木
材
の
利
用
等
具
体
的
に
活

用
さ
れ
た
の
は
、
２
２
８
億

円
に
と
ど
ま
り
残
り
は
不
使

用
の
ま
ま
市
町
村
に
プ
ー
ル

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
当

森林環境譲与税の活用を

学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用

品
の
配
置
を

一 般 質 問一 般 質 問

八郎潟町議会だより第154号 （4 ）令和５年１月１日

一一 般般 質質 問問12月定例会

５議員が町政に対し質問
　12月７日の本会議において一般質問が行われ、５議員が質問
を行いました。以下、質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

◆ 質 問 者

北嶋　賢子 議員（一括質問一括答弁）

１、森林環境譲与税の活用を

２、諸々の物価上昇対策に自給率の向上を

３、学校のトイレ（女子）に生理用品の配置を

小柳　　聡 議員（一問一答）

１、民生児童委員の改選期を迎え今後の展望は

２、スポ少活動の可能性を広げるために

３、教育の充実を図るために

４、学校におけるタブレットの持ち帰りについて

石井　清人 議員（一括質問一括答弁）

１、子どもを産み育てる町を目指す

２、仮に町長選と町議選の同日選挙にするにはどんな手

順になるか

金　　 一　義 議員（一問一答）

１、八郎潟町脱炭素型社会構築事業による庁舎建て替えで

新庁舎の今日までの省エネ効果の数値の値を示してく

ださい。

２、八郎潟町脱炭素型社会構築事業報告書についての「現

状趨勢ケース」の推計方法の考え方について

３、八郎潟町脱炭素型社会構築事業の報告書に対する疑問

について

京極　幸村 議員（一問一答）

１、マイナンバーカード取得率向上と住民サービスの強化

２、カーボンニュートラルに対する取り組み

３、部活動の地域移行を果たすための体制構築

４、６月定例会一般質問におけるその後の進捗は

一般質問とは
　一括質問一括答弁方式の場合、質疑は特別な場合を除き３回を超えることができな
い。一問一答方式の場合はこの規定は適用しない。
　また、延会、中止、又は休憩のため発言が中断したときは、会議の再開により前の
発言を続けることができる。
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議員

れ
ば
時
期
も
良
い
し
役
場
の

経
費
も
か
か
ら
な
い
し
一
番

良
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

仮
に
以
前
の
通
り
８
月
末

頃
に
町
長
選
挙
が
あ
る
と
仮

定
し
て
こ
れ
と
町
議
会
議
員

選
挙
を
一
緒
に
す
る
と
な
る

と
議
員
は
７
月
末
以
降
に
解

散
か
総
辞
職
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
同
日

選
挙
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
考
え
は
間

違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

新
議
会
の
一
般

選
挙
は
任
期
満
了
に
よ
る
場

合
は
任
期
前
30
日
以
内
だ
が
、

解
散
に
よ
る
場
合
は
解
散
の

日
か
ら
40
日
以
内
と
な
っ
て

い
る
。
仮
に
同
日
選
挙
と
な

れ
ば
８
月
24
日
か
ら
９
月
22

日
の
間
に
選
挙
す
る
こ
と
に

な
る
。
８
月
末
頃
に
同
日
選

挙
を
仮
定
し
た
場
合
は
、
議

会
の
解
散
時
期
は
７
月
下
旬

以
降
と
な
る
。
公
職
選
挙
法

第
34
条
の
２
の
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
議
会
議
員
の
任
期

満
了
日
が
町
長
の
任
期
満
了

日
の
90
日
以
内
で
あ
れ
ば
町

長
の
任
期
満
了
日
の
50
日
前
、

つ
ま
り
８
月
４
日
か
ら
９
月

23
日
ま
で
に
同
日
選
挙
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
特
例
が
適

用
さ
れ
る
。

問

私
が
10
年
前
に
町
議
会

選
挙
に
立
候
補
し
た
際
に
、

町
民
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
の

は
「
雪
が
降
っ
て
氷
が
強
い

一
番
寒
い
時
期
に
選
挙
す
る

の
は
時
期
が
悪
す
ぎ
る
。
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
投
票

所
へ
行
く
に
は
吹
雪
に
な
る

と
き
も
あ
る
し
、
道
路
は
つ

る
つ
る
、
夏
場
は
近
道
で
す

ぐ
行
け
る
と
こ
ろ
も
積
雪
で

遠
回
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
お
年
寄
り
に
は

た
い
へ
ん
で
す
。
そ
こ
で
私

は
選
挙
時
期
を
変
え
た
い
と

主
張
し
て
選
挙
カ
ー
で
回
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
投
票
所
が

１
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
町
で
は
「
投
票
所
に
行

け
な
い
方
は
町
が
送
迎
し
ま

す
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
選
挙
時
期
を
変

え
る
必
要
も
な
く
な
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
町
民
の
方
々
と

お
話
し
て
い
る
と
、
町
長
選

挙
と
議
員
選
挙
を
一
緒
に
や

子
供
が
生
ま
れ
て
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
く
れ
ば
生
き
生
き

と
し
た
町
に
な
り
ま
す
。
私

の
町
づ
く
り
の
提
言
で
す
。

町
長

認
定
こ
ど
も
園
建
設

の
実
施
主
体
は
（
福
祉
法

人
）
秀
麗
会
に
な
り
ま
す
。

建
設
費
は
国
、
町
、
秀
麗
会

に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は

一
つ
の
施
設
で
の
運
営
を
関

係
機
関
と
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

宅
地
分
譲
に
つ
い
て
は

（
町
で
は
）
20
年
以
上
や
っ

て
い
な
い
。
全
国
的
な
人
口

減
少
社
会
に
加
え
、
生
活
様

式
の
多
様
化
で
の
宅
地
分
譲

は
周
辺
市
町
村
の
動
向
、
交

通
の
便
、
就
労
状
況
、
生
活

環
境
や
利
便
性
、
分
譲
価
格

な
ど
と
言
っ
た
住
宅
市
場
の

動
向
を
十
分
見
極
め
て
慎
重

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

保
証
人
に
つ
い
て
は
、

（
入
居
者
本
人
に
）
催
告
し

て
も
未
納
が
続
け
ば
指
導
を

行
い
、
そ
れ
で
も
分
納
等
な

け
れ
ば
保
証
人
へ
も
納
入
通

知
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

現
在
県
、
全
市
町
村
と
も
保

証
人
を
（
入
居
）
条
件
と
し

て
い
る
。
今
後
検
討
し
て
い

く
。

そ
し
て
そ
の
前
に
若
者
が

本
町
に
定
着
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
提
案
し
た
い
の
は
安
価
な

宅
地
供
給
で
す
。
た
と
え
ば

坪
５
万
円
程
度
で
宅
地
分
譲

を
お
こ
な
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
町
営
住
宅
の
入
居
申

し
込
み
に
際
し
て
は
保
証
人

制
度
を
廃
止
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
に
保
証
人
の
目
途
が
つ
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
入
居
申

請
を
あ
き
ら
め
た
若
い
人
の

話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

以
上
こ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
若
者
が
本

町
を
定
住
地
と
し
て
考
え
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
若
者

が
定
着
す
れ
ば
子
供
が
多
く

な
り
ま
す
。
転
入
者
が
増
え

問

こ
の
町
が
何
を
目
指
す

の
か
と
言
え
ば
、
私
は
「
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
町
を
目

指
す
」
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
本
町
に
は
結
婚
祝
い
金

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
出
産

祝
い
金
も
あ
り
ま
す
。
保
育

園
児
、
幼
稚
園
児
は
国
の
無

償
化
制
度
で
保
育
料
、
授
業

料
は
無
料
で
す
。
本
町
独
自

の
施
策
と
し
て
園
児
か
ら
中

学
生
ま
で
学
校
給
食
は
無
料

で
す
。
児
童
手
当
は
国
の
制

度
で
す
が
中
学
校
卒
業
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
福
祉
医
療

は
町
が
高
校
生
ま
で
拡
充
し

ま
し
た
か
ら
病
気
、
け
が
に

な
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
行
っ

て
も
お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

他
の
町
に
比
べ
て
良
い
点
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
私
は

そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
新
し
い

認
定
こ
ど
も
園
を
作
る
こ
と

を
提
案
い
た
し
ま
す
。
子
育

て
に
力
を
入
れ
て
い
る
町
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

子どもを産み育てる町を目指す

石井　清人

仮
に
町
長
選
と

町
議
選
を
同
日

選
挙
に
す
る
に

は
ど
ん
な
手
順

に
な
る
か
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議員

小柳　　聡

民生児童委員の改選期を迎え
今後の展望は

を
聞
い
て
決
定
し
て
い
る
。

実
情
に
見
合
っ
た
民
生
児
童

委
員
定
数
の
確
保
は
維
持
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問

活
動
し
や
す
い
環
境
整

備
を
整
え
つ
つ
、
可
能
な
限

り
の
支
援
を
。

町
長

民
生
児
童
委
員
活
動

費
に
は
県
か
ら
の
活
動
費
補

助
金
に
町
か
ら
の
活
動
費
を

加
算
し
、
年
間
２
０
３
万
３

千
円
を
支
出
し
て
お
り
ま
す

が
委
員
活
動
に
伴
う
経
費
に

つ
い
て
は
今
一
度
精
査
し
検

討
し
て
参
る
。
な
お
周
辺
２

町
と
比
較
し
た
場
合
、
一
人

当
た
り
の
活
動
費
は
一
番
高

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

児
童
が
ス
ポ
少
活
動
に
触

れ
る
き
っ
か
け
は
案
外
少
な

く
、
入
部
に
至
る
ケ
ー
ス
で

多
い
の
が
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
否
定
す

る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
少
子
化
時
代
の

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

現
在
不
足
し
て
い
る
１
名
の

候
補
者
の
選
任
を
し
て
お
り
、

決
ま
り
次
第
、
町
の
民
生
委

員
推
薦
会
に
諮
り
県
知
事
に

推
薦
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
主
に
複
数
の
町
内
会
エ

リ
ア
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
引
継
ぎ
の
際
に

は
あ
る
程
度
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問

現
役
委
員
が
勇
退
す
る

と
決
ま
り
後
任
を
探
す
場
合

に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
町

が
関
わ
る
か
。

町
長

そ
の
区
域
在
住
の
方
、

ま
た
は
そ
の
区
域
の
実
情
に

詳
し
い
方
で
秋
田
県
民
生
児

童
委
員
の
選
任
基
準
を
満
た

し
て
い
る
方
を
町
で
選
任
し

て
い
る
。
そ
の
際
は
前
任
者

の
意
見
も
踏
ま
え
選
任
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問

定
数
は
世
帯
数
を
基
準

に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
、
人
口
減

少
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
中

で
定
数
の
見
直
し
等
は
検
討

し
て
い
る
か
。

町
長

民
生
児
童
委
員
の
定

数
決
定
は
都
道
府
県
知
事
の

事
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
定
員
数
は
各
町
村
の
世

帯
数
に
応
じ
て
町
村
の
意
見

全
国
的
に
人
材
不
足
が
深

刻
化
し
、
県
内
に
お
い
て
も

改
選
後
の
定
数
に
対
し
て
人

数
が
足
り
て
お
ら
ず
、
自
治

体
や
現
役
委
員
が
適
任
者
探

し
を
急
い
で
い
る
旨
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員

は
一
定
の
区
域
を
担
当
し
、

生
活
や
家
族
の
問
題
、
高

齢
・
児
童
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
相
談
に
応
じ
、
住

民
と
関
係
行
政
機
関
と
を
結

ぶ
橋
渡
し
役
と
し
て
の
役
割

も
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
地

域
の
見
守
り
役
と
し
て
の
ニ

ー
ズ
が
増
す
一
方
、
担
い
手

の
中
心
で
あ
る
60
代
以
上
は

定
年
退
職
後
の
雇
用
継
続
や

定
年
延
長
が
進
ん
で
お
り
、

需
要
と
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

問

今
回
の
改
選
に
於
い
て

本
町
の
民
生
児
童
委
員
は
上

手
く
引
き
継
ぎ
が
出
来
た
の

か
。

町
長

こ
の
度
の
改
選
で
は

定
員
20
名
に
対
し
て
19
名
に

ス
ポ
少
活
動
の

可
能
性
を
広
げ

る
た
め
に

関
連
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
質
問
。

・
そ
の
他

大
学
と
の
連
携
、
Ｊ
Ｆ
Ａ

ユ
メ
セ
ン
事
業
の
活
用
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

男子ミニバスは新チームに移行すると
現一年生まで試合出場が求められる

中
で
児
童
が
直
接
的
に
ス
ポ

少
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
作

っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

中
学
校
の
部
活
動
紹
介
を

小
学
校
版
に
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
、
全
校
集
会
の
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
「
ス
ポ
少
紹
介

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

（
仮
）
」
を
実
施
し
て
は
と

考
え
ま
す
。

各
部
に
同
じ
持
ち
時
間
を

与
え
、
現
状
の
部
員
が
ス
ポ

少
未
加
入
の
児
童
に
向
け
て

披
露
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
き
っ
か

け
を
作
る
こ
と
に
よ
り
以
下

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
。

・
児
童
が
ス
ポ
少
活
動
を
幅

広
く
感
じ
ら
れ
る

・
取
り
組
み
た
い
競
技
を
親

に
伝
え
ら
れ
る
き
っ
か
け

に
な
る

・
部
員
自
身
も
大
き
な
舞
台

を
経
験
す
る
前
に
、
多
数

の
前
で
堂
々
と
披
露
出
来

る
場
と
し
て
活
用
で
き
る

問

ス
ポ
少
紹
介
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学
校
の
行

事
に
組
み
入
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

小
学
校
の
教
育
課

程
の
中
に
は
ス
ポ
少
活
動
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し

て
小
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
活
動
紹
介
な
ど
の
時

数
を
学
校
行
事
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
は
通
常
出
来
な
い

事
で
す
。

問

可
能
性
が
あ
る
な
ら
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
会
時
等
で
指
導
者
や
保

護
者
代
表
か
ら
強
い
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

各
団
の
活
動
紹
介
等
を
実
施

す
る
と
す
れ
ば
、
社
会
体

育
の
ス
ポ
少
担
当
が
計
画
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
保
護
者
の
動
け
る
日

曜
日
の
何
日
間
か
を
選
ん
で

時
間
を
設
定
し
て
、
活
動
状

況
を
団
員
以
外
の
児
童
・
保

護
者
か
ら
見
学
し
て
も
ら
う

等
の
方
法
に
な
ろ
う
か
と
思

う
。
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議員

れ
ば
時
期
も
良
い
し
役
場
の

経
費
も
か
か
ら
な
い
し
一
番

良
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

仮
に
以
前
の
通
り
８
月
末

頃
に
町
長
選
挙
が
あ
る
と
仮

定
し
て
こ
れ
と
町
議
会
議
員

選
挙
を
一
緒
に
す
る
と
な
る

と
議
員
は
７
月
末
以
降
に
解

散
か
総
辞
職
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
同
日

選
挙
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
考
え
は
間

違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

新
議
会
の
一
般

選
挙
は
任
期
満
了
に
よ
る
場

合
は
任
期
前
30
日
以
内
だ
が
、

解
散
に
よ
る
場
合
は
解
散
の

日
か
ら
40
日
以
内
と
な
っ
て

い
る
。
仮
に
同
日
選
挙
と
な

れ
ば
８
月
24
日
か
ら
９
月
22

日
の
間
に
選
挙
す
る
こ
と
に

な
る
。
８
月
末
頃
に
同
日
選

挙
を
仮
定
し
た
場
合
は
、
議

会
の
解
散
時
期
は
７
月
下
旬

以
降
と
な
る
。
公
職
選
挙
法

第
34
条
の
２
の
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
議
会
議
員
の
任
期

満
了
日
が
町
長
の
任
期
満
了

日
の
90
日
以
内
で
あ
れ
ば
町

長
の
任
期
満
了
日
の
50
日
前
、

つ
ま
り
８
月
４
日
か
ら
９
月

23
日
ま
で
に
同
日
選
挙
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
特
例
が
適

用
さ
れ
る
。

問

私
が
10
年
前
に
町
議
会

選
挙
に
立
候
補
し
た
際
に
、

町
民
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
の

は
「
雪
が
降
っ
て
氷
が
強
い

一
番
寒
い
時
期
に
選
挙
す
る

の
は
時
期
が
悪
す
ぎ
る
。
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
投
票

所
へ
行
く
に
は
吹
雪
に
な
る

と
き
も
あ
る
し
、
道
路
は
つ

る
つ
る
、
夏
場
は
近
道
で
す

ぐ
行
け
る
と
こ
ろ
も
積
雪
で

遠
回
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
特
に
お
年
寄
り
に
は

た
い
へ
ん
で
す
。
そ
こ
で
私

は
選
挙
時
期
を
変
え
た
い
と

主
張
し
て
選
挙
カ
ー
で
回
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
投
票
所
が

１
か
所
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
町
で
は
「
投
票
所
に
行

け
な
い
方
は
町
が
送
迎
し
ま

す
。
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
選
挙
時
期
を
変

え
る
必
要
も
な
く
な
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
町
民
の
方
々
と

お
話
し
て
い
る
と
、
町
長
選

挙
と
議
員
選
挙
を
一
緒
に
や

子
供
が
生
ま
れ
て
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
く
れ
ば
生
き
生
き

と
し
た
町
に
な
り
ま
す
。
私

の
町
づ
く
り
の
提
言
で
す
。

町
長

認
定
こ
ど
も
園
建
設

の
実
施
主
体
は
（
福
祉
法

人
）
秀
麗
会
に
な
り
ま
す
。

建
設
費
は
国
、
町
、
秀
麗
会

に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は

一
つ
の
施
設
で
の
運
営
を
関

係
機
関
と
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

宅
地
分
譲
に
つ
い
て
は

（
町
で
は
）
20
年
以
上
や
っ

て
い
な
い
。
全
国
的
な
人
口

減
少
社
会
に
加
え
、
生
活
様

式
の
多
様
化
で
の
宅
地
分
譲

は
周
辺
市
町
村
の
動
向
、
交

通
の
便
、
就
労
状
況
、
生
活

環
境
や
利
便
性
、
分
譲
価
格

な
ど
と
言
っ
た
住
宅
市
場
の

動
向
を
十
分
見
極
め
て
慎
重

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

保
証
人
に
つ
い
て
は
、

（
入
居
者
本
人
に
）
催
告
し

て
も
未
納
が
続
け
ば
指
導
を

行
い
、
そ
れ
で
も
分
納
等
な

け
れ
ば
保
証
人
へ
も
納
入
通

知
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

現
在
県
、
全
市
町
村
と
も
保

証
人
を
（
入
居
）
条
件
と
し

て
い
る
。
今
後
検
討
し
て
い

く
。

そ
し
て
そ
の
前
に
若
者
が

本
町
に
定
着
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
提
案
し
た
い
の
は
安
価
な

宅
地
供
給
で
す
。
た
と
え
ば

坪
５
万
円
程
度
で
宅
地
分
譲

を
お
こ
な
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
町
営
住
宅
の
入
居
申

し
込
み
に
際
し
て
は
保
証
人

制
度
を
廃
止
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
に
保
証
人
の
目
途
が
つ
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
入
居
申

請
を
あ
き
ら
め
た
若
い
人
の

話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

以
上
こ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
若
者
が
本

町
を
定
住
地
と
し
て
考
え
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
若
者

が
定
着
す
れ
ば
子
供
が
多
く

な
り
ま
す
。
転
入
者
が
増
え

問

こ
の
町
が
何
を
目
指
す

の
か
と
言
え
ば
、
私
は
「
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
町
を
目

指
す
」
こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
本
町
に
は
結
婚
祝
い
金

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
出
産

祝
い
金
も
あ
り
ま
す
。
保
育

園
児
、
幼
稚
園
児
は
国
の
無

償
化
制
度
で
保
育
料
、
授
業

料
は
無
料
で
す
。
本
町
独
自

の
施
策
と
し
て
園
児
か
ら
中

学
生
ま
で
学
校
給
食
は
無
料

で
す
。
児
童
手
当
は
国
の
制

度
で
す
が
中
学
校
卒
業
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
福
祉
医
療

は
町
が
高
校
生
ま
で
拡
充
し

ま
し
た
か
ら
病
気
、
け
が
に

な
っ
て
お
医
者
さ
ん
に
行
っ

て
も
お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

他
の
町
に
比
べ
て
良
い
点
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
私
は

そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
新
し
い

認
定
こ
ど
も
園
を
作
る
こ
と

を
提
案
い
た
し
ま
す
。
子
育

て
に
力
を
入
れ
て
い
る
町
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

子どもを産み育てる町を目指す

石井　清人

仮
に
町
長
選
と

町
議
選
を
同
日

選
挙
に
す
る
に

は
ど
ん
な
手
順

に
な
る
か
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議員

小柳　　聡

民生児童委員の改選期を迎え
今後の展望は

を
聞
い
て
決
定
し
て
い
る
。

実
情
に
見
合
っ
た
民
生
児
童

委
員
定
数
の
確
保
は
維
持
で

き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問

活
動
し
や
す
い
環
境
整

備
を
整
え
つ
つ
、
可
能
な
限

り
の
支
援
を
。

町
長

民
生
児
童
委
員
活
動

費
に
は
県
か
ら
の
活
動
費
補

助
金
に
町
か
ら
の
活
動
費
を

加
算
し
、
年
間
２
０
３
万
３

千
円
を
支
出
し
て
お
り
ま
す

が
委
員
活
動
に
伴
う
経
費
に

つ
い
て
は
今
一
度
精
査
し
検

討
し
て
参
る
。
な
お
周
辺
２

町
と
比
較
し
た
場
合
、
一
人

当
た
り
の
活
動
費
は
一
番
高

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

児
童
が
ス
ポ
少
活
動
に
触

れ
る
き
っ
か
け
は
案
外
少
な

く
、
入
部
に
至
る
ケ
ー
ス
で

多
い
の
が
親
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
否
定
す

る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
少
子
化
時
代
の

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

現
在
不
足
し
て
い
る
１
名
の

候
補
者
の
選
任
を
し
て
お
り
、

決
ま
り
次
第
、
町
の
民
生
委

員
推
薦
会
に
諮
り
県
知
事
に

推
薦
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
主
に
複
数
の
町
内
会
エ

リ
ア
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
引
継
ぎ
の
際
に

は
あ
る
程
度
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問

現
役
委
員
が
勇
退
す
る

と
決
ま
り
後
任
を
探
す
場
合

に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
町

が
関
わ
る
か
。

町
長

そ
の
区
域
在
住
の
方
、

ま
た
は
そ
の
区
域
の
実
情
に

詳
し
い
方
で
秋
田
県
民
生
児

童
委
員
の
選
任
基
準
を
満
た

し
て
い
る
方
を
町
で
選
任
し

て
い
る
。
そ
の
際
は
前
任
者

の
意
見
も
踏
ま
え
選
任
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問

定
数
は
世
帯
数
を
基
準

に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
、
人
口
減

少
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
中

で
定
数
の
見
直
し
等
は
検
討

し
て
い
る
か
。

町
長

民
生
児
童
委
員
の
定

数
決
定
は
都
道
府
県
知
事
の

事
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
定
員
数
は
各
町
村
の
世

帯
数
に
応
じ
て
町
村
の
意
見

全
国
的
に
人
材
不
足
が
深

刻
化
し
、
県
内
に
お
い
て
も

改
選
後
の
定
数
に
対
し
て
人

数
が
足
り
て
お
ら
ず
、
自
治

体
や
現
役
委
員
が
適
任
者
探

し
を
急
い
で
い
る
旨
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
委
員

は
一
定
の
区
域
を
担
当
し
、

生
活
や
家
族
の
問
題
、
高

齢
・
児
童
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
相
談
に
応
じ
、
住

民
と
関
係
行
政
機
関
と
を
結

ぶ
橋
渡
し
役
と
し
て
の
役
割

も
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
地

域
の
見
守
り
役
と
し
て
の
ニ

ー
ズ
が
増
す
一
方
、
担
い
手

の
中
心
で
あ
る
60
代
以
上
は

定
年
退
職
後
の
雇
用
継
続
や

定
年
延
長
が
進
ん
で
お
り
、

需
要
と
供
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

問

今
回
の
改
選
に
於
い
て

本
町
の
民
生
児
童
委
員
は
上

手
く
引
き
継
ぎ
が
出
来
た
の

か
。

町
長

こ
の
度
の
改
選
で
は

定
員
20
名
に
対
し
て
19
名
に

ス
ポ
少
活
動
の

可
能
性
を
広
げ

る
た
め
に

関
連
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
質
問
。

・
そ
の
他

大
学
と
の
連
携
、
Ｊ
Ｆ
Ａ

ユ
メ
セ
ン
事
業
の
活
用
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

男子ミニバスは新チームに移行すると
現一年生まで試合出場が求められる

中
で
児
童
が
直
接
的
に
ス
ポ

少
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
作

っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

中
学
校
の
部
活
動
紹
介
を

小
学
校
版
に
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
、
全
校
集
会
の
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
「
ス
ポ
少
紹
介

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

（
仮
）
」
を
実
施
し
て
は
と

考
え
ま
す
。

各
部
に
同
じ
持
ち
時
間
を

与
え
、
現
状
の
部
員
が
ス
ポ

少
未
加
入
の
児
童
に
向
け
て

披
露
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
き
っ
か

け
を
作
る
こ
と
に
よ
り
以
下

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
。

・
児
童
が
ス
ポ
少
活
動
を
幅

広
く
感
じ
ら
れ
る

・
取
り
組
み
た
い
競
技
を
親

に
伝
え
ら
れ
る
き
っ
か
け

に
な
る

・
部
員
自
身
も
大
き
な
舞
台

を
経
験
す
る
前
に
、
多
数

の
前
で
堂
々
と
披
露
出
来

る
場
と
し
て
活
用
で
き
る

問

ス
ポ
少
紹
介
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
学
校
の
行

事
に
組
み
入
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

小
学
校
の
教
育
課

程
の
中
に
は
ス
ポ
少
活
動
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し

て
小
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
中
に
活
動
紹
介
な
ど
の
時

数
を
学
校
行
事
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
は
通
常
出
来
な
い

事
で
す
。

問

可
能
性
が
あ
る
な
ら
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
会
時
等
で
指
導
者
や
保

護
者
代
表
か
ら
強
い
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

各
団
の
活
動
紹
介
等
を
実
施

す
る
と
す
れ
ば
、
社
会
体

育
の
ス
ポ
少
担
当
が
計
画
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
保
護
者
の
動
け
る
日

曜
日
の
何
日
間
か
を
選
ん
で

時
間
を
設
定
し
て
、
活
動
状

況
を
団
員
以
外
の
児
童
・
保

護
者
か
ら
見
学
し
て
も
ら
う

等
の
方
法
に
な
ろ
う
か
と
思

う
。
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議員

マイナンバーカード取得率向上と
住民サービスの強化

京極　幸村

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
推
進
交
付
金
の
活
用
を

提
案
す
る
。
こ
れ
を
活
用
し

て
コ
ン
ビ
ニ
給
付
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
実
施
し
た
自
治
体

も
あ
る
。
２
０
２
２
年
11
月

時
点
で
は
９
８
３
の
自
治
体

が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し

て
お
り
、
対
象
人
口
は
１
億

人
を
超
え
て
い
る
。

問

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
の
利
用

に
つ
い
て
の
当
局
の
考
え
を

伺
う
。

町
長

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
を
今
後
導
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
は
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

そ
の
他
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
対
象
と
な
る
事

業
は
計

画
さ
れ

て
い
な

い
。本

町
で
は
籾
殻
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
を
利
用
し
た
い

ち
ご
栽
培
と
い
う
案
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
安
全
性
に
つ

い
て
今
後
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
周
知
し
、
取
得
促

進
に
繋
げ
て
い
く
。

高
い
取
得
率
と
な
っ
て
い

る
自
治
体
の
中
に
は
、
出
張

申
請
受
付
方
式
や
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
活
用
し
て
い
る
所

も
あ
る
。

問

申
請
を
し
て
も
ら
う
た

め
の
、
当
局
の
戦
略
は
。

町
長

水
曜
日
、
木
曜
日
の

夜
間
、
月
数
回
の
土
曜
日
の

受
付
を
行
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
や
税
の
申
告
相
談
会
場

で
の
申
請
受
付
を
検
討
し
て

い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、

各
種
公
的
証
明
書
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き
る
点

で
あ
る
。
し
か
し
本
町
で
は

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
シ
ス
テ
ム

が
な
い
た
め
に
、
カ
ー
ド
作

成
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
辛
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

問

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

初
期
構
築
費
用
と
し

て
約
２
，
７
０
０
万
円
、
導

入
後
の
利
用
料
が
５
年
間
で

２
，
１
４
５
万
円
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検

問

本
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
普
及
率
は
ど
の
位

か
。

町
長

Ｒ
4
年
10
月
末
時
点

で
45
％
（
全
国
平
均
51
・
１

％
）

問

取
得
率
の
分
布
は
。

町
長

30
代
で
は
37
・
７
％
、

80
代
以
上
で
は
27
・
４
％
と

な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
に
つ
い
て
は
ス
マ

ホ
の
操
作
が
障
壁
と
な
っ
て

い
る
こ
と
や
、
役
場
に
出
向

く
こ
と
が
困
難
な
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
未
取
得
理
由
で
多
い
も

の
が
「
情
報
流
出
が
怖
い
」
、

「
申
請
が
面
倒
」
、
「
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
と
な
っ

て
い
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
に
つ
い

て
の
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

重
大
な
個
人
情
報
は

入
っ
て
い
な
く
、
ま
た
様
々

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
施

さ
れ
て
い
る
。

問

籾
殻
燃
焼
時
に
お
け
る

発
が
ん
性
物
質
の
発
生
は
、

粒
子
の
形
状
と
燃
焼
温
度
に

よ
っ
て
抑
え
る
こ
と
が
出
来

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
安
全

だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
良

い
か
。

町
長

粉
体
化
し
て
使
用
す

る
こ
と
で
、
発
が
ん
性
物
質

の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く
こ

と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
国
内
の
先
行
事
例
で
は

発
が
ん
性
物
質
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、

燃
焼
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
籾

殻
灰
は
肥
料
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

問

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
当

局
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
脱
炭
素
化
の
モ
デ

ル
を
実
現
し
、
そ
れ
を
波
及

さ
せ
て
い
く
。

冬
期
間
の
農
業
収
入
が
少

な
く
、
長
年
の
懸
案
と
さ
れ

て
き
た
。
八
郎
潟
町
は
災
害

も
少
な
く
、
農
業
は
や
り
や

す
い
。
10
年
、
15
年
先
を
見

据
え
て
、
儲
か
る
農
業
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
や
が
て

は
人
口
増
加
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
対

す
る
取
り
組
み

外
部
指
導
者
の
報
酬
に
つ

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
実
態
調

査
に
よ
る
と
、
無
報
酬
が
35

％
で
あ
り
、
60
％
以
上
が

報
酬
有
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
報
酬
受
給
率
１
０
０
％
の

部
活
動
指
導
員
を
除
く
）

問

外
部
指
導
者
の
報
酬
に

対
す
る
、
当
局
の
考
え
を
伺

う
。

教
育
長

５
年
度
か
ら
は
気

持
ち
ば
か
り
の
謝
金
を
お
支

払
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。都

会
の
方
で
は
受
益
者
負

担
が
基
本
だ
が
、
保
護
者
負

担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

た
い
と
い
う
こ
と
と
、
外
部

指
導
者
へ
の
気
持
ち
を
表
し

た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移

行
を
果
た
す
た
め

の
体
制
構
築

・
そ
の
他

『
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
活
用
提
案
』
や
、『
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
の
提
案
』、『
６
月
定
例

会
一
般
質
問
後
の
進
捗
』

に
つ
い
て
等
を
質
問
を
し

ま
し
た
。

一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問
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議員

定
使
用
料
の
１
ヶ
月
相
当
分

と
な
る
１
９
，
４
０
０
ｋ
ｗ

ｈ
で
仮
定
す
る
と
年
間
で
19

万
３
，
０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
の
使

用
と
な
り
ま
す
。

再
質
問

こ
れ
は
、
当
初
か

ら
の
予
定
数
量
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

総
務
課
長

報
告
書
の
55
ペ

ー
ジ
。
こ
の
報
告
書
で
は
新

庁
舎
に
お
け
る
想
定
使
用
料

は
年
間
で
23
万
２
，
８
０
４
ｋ

ｗ
ｈ
で
想
定
さ
れ
て
お
り
相

対
的
に
、
こ
の
後
厳
冬
期
の

電
力
使
用
量
は
実
際
使
用
し

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

問

現
状
趨
勢
ケ
ー
ス
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
推
計

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
見
通

し
を
踏
ま
え
て
計
画
目
標
の

設
定
や
部
門
別
の
対
策
・
施

策
の
立
案
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
報

告
書
を
見
て
も
、
作
成
し
た

本
人
し
か
理
解
出
来
な
い
と

思
い
ま
す
。
５
ペ
ー
ジ
６
ペ

ー
ジ
の
間
に
、
計
算
「
現
状

趨
勢
ケ
ー
ス
の
推
計
方
法
」

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
町

内
の
建
設
業
・
鉱
業
関
連
の

事
務
所
の
廃
業
等
の
単
発
的

な
事
象
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
そ
の
傾
向
が
続
く
と

考
え
る
に
は
適
し
な
い
も
の

と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

問

⑵
「
第
２
次
秋
田
県
温
暖

化
対
策
推
進
計
画
」
と
あ
る
が

「
第
２
次
秋
田
県
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
計
画
」
で
は

町
長

地
球
の
２
文
字
が
書

か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

⑶
27
ペ
ー
ジ
の
図
表
２

―
４
―
１
の
説
明
で
、
今
後

減
少
す
る
と
書
か
れ
て
お
り

ま
す
が
、
増
加
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
55
ペ
ー

ジ
の
図
表
２
―
82
と
２
―
84

の
表
題
の
表
記
は
本
町
現
庁

舎
で
は
な
く
、
本
町
新
庁
舎

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
更
に

65
ペ
ー
ジ
の
図
表
２
―
98
⑶

の
値
欄
の
５
は
間
違
い
で
正

し
い
値
は
３
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

町
長

以
上
の
記
述
は
す
べ

て
間
違
い
で
す
。
間
違
い
に

つ
い
て
は
修
正
し
た
も
の
を

提
出
し
ま
す
。

八
郎
潟
町
脱
炭
素
社

会
構
築
事
業
報
告
書

の
「
現
状
趨
勢
ケ
ー

ス
」
の
推
進
方
法
の

考
え
方
に
つ
い
て

八郎潟町脱炭素型社会構築事業による庁舎建て替えで
新庁舎の今日までの省エネ効果の数値は

金　　一義

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
庁
舎
の
建

て
替
え
に
よ
る
省
エ
ネ
の
推

進
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
新
・
旧
役
場
の

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
算
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
以
前
、
私

が
新
庁
舎
建
設
時
に
提
案
し

た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
こ
そ
が
脱
炭
素
の

切
り
札
で
し
た
が
、
は
な
は

だ
残
念
で
す
。
そ
こ
で
、
新

庁
舎
も
４
月
29
日
の
落
成
式

か
ら
早
く
も
７
ヶ
月
も
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
、
今
日
ま
で

の
削
減
効
果
と
、
一
年
12
ヶ

月
残
り
の
想
定
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
示
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
新
・
旧
庁
舎
の
比
較

表
も
示
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

新
庁
舎
と
な
っ
て
か

ら
の
省
エ
ネ
効
果
は
、
昨
年

同
期
の
比
較
に
な
り
ま
す
が
、

電
気
は
８
ヶ
月
で
４
万
１
，

０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
で
、
76
・
１

％
の
増
加
。
ガ
ス
が
５
ヶ
月

で
24
・
５
立
方
メ
ー
ト
ル
、

80
・
９
％
の
減
。
Ａ
重
油
は

非
常
用
発
電
機
で
、
７
０
０

ℓ
ほ
ど
給
油
し
て
お
り
97
％

の
減
、
灯
油
に
つ
き
ま
し
て

は
皆
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

削
減
効
果
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
３
月
ま
で
の
想
定
使
用

料
は
、
電
気
に
つ
い
て
は
報

告
書
55
ペ
ー
ジ
の
新
庁
舎
想

９
月
定
例
議
会
に
答
弁
の

保
留
を
さ
れ
た
、
質
問
に
対

し
て
ま
だ
報
告
が
あ
り
ま
せ

ん
。
報
告
書
の
43
ペ
ー
ジ
に

あ
る
数
字
の
考
え
方
が
違
う

う
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と

で
質
問
し
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
長

こ
の
件
に
関
し

て
９
月
の
定
例
議
会
終
了
後
、

委
託
先
で
あ
り
ま
す
株
式
会

社
日
本
総
合
研
究
所
に
報
告

書
の
数
値
の
再
確
認
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
そ

の
回
答
が
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

回
答
が
来
次
第
修
正
し
た
も

の
は
皆
様
の
所
に
お
配
り
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
の
質
問
が

12
月
定
例
議
会
の
今
日
ま
だ
、

報
告
が
な
い
と
は
は
な
は
だ

残
念
で
す
。

問

八
郎
潟
町
脱
炭
素
社
会

構
築
事
業
に
よ
る
、
庁
舎
建

て
替
え
で
新
庁
舎
の
今
日
ま

で
の
省
エ
ネ
効
果
の
数
値
の

値
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

報
告
書
を
見
る
と
、
第
一

の
考
え
を
入
れ
る
べ
き
か
と

思
い
ま
す
。

町
長

現
状
趨
勢
ケ
ー
ス
の

排
出
量
推
移
予
測
に
つ
き
ま

し
て
は
、
環
境
省
「
自
治
体

排
出
量
カ
ル
テ
」
に
記
載
の

八
郎
潟
町
の
２
０
１
８
年
度

部
門
別
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
基

に
、
各
部
門
の
部
門
別
排
出

量
の
推
計
に
用
い
ら
れ
て
い

る
按
分
指
標
の
２
０
０
５
年

か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
数

値
を
直
線
回
帰
し
て
２
０
５

０
年
ま
で
の
推
移
予
測
を
行

い
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
こ
れ
と

同
じ
割
合
で
推
移
す
る
も
の

と
仮
定
し
て
算
出
し
て
お
り

ま
す
。

問

⑴
７
ペ
ー
ジ
の
⑵
の
建

設
業
・
鉱
業
に
お
け
る
予

測
で
、
本
指
標
に
つ
い
て
は
、

他
指
標
と
同
様
の
線
形
回
帰

は
予
測
に
適
し
な
い
と
あ
り

ま
す
が
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

町
長

建
設
業
・
鉱
業
で
は
図

表
―
７
の
通
り
、
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
１
４
年
に
か
け
て

従
業
員
数
が
非
連
続
的
に
減

少
し
、
そ
の
後
横
ば
い
と
な

八
郎
潟
町
脱
炭
素

社
会
構
築
事
業
報

告
書
の
記
述
の
疑

問
に
つ
い
て
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議員

マイナンバーカード取得率向上と
住民サービスの強化

京極　幸村

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
推
進
交
付
金
の
活
用
を

提
案
す
る
。
こ
れ
を
活
用
し

て
コ
ン
ビ
ニ
給
付
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
実
施
し
た
自
治
体

も
あ
る
。
２
０
２
２
年
11
月

時
点
で
は
９
８
３
の
自
治
体

が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し

て
お
り
、
対
象
人
口
は
１
億

人
を
超
え
て
い
る
。

問

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
の
利
用

に
つ
い
て
の
当
局
の
考
え
を

伺
う
。

町
長

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
を
今
後
導
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合
は
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

そ
の
他
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
対
象
と
な
る
事

業
は
計

画
さ
れ

て
い
な

い
。本

町
で
は
籾
殻
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
を
利
用
し
た
い

ち
ご
栽
培
と
い
う
案
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
安
全
性
に
つ

い
て
今
後
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
周
知
し
、
取
得
促

進
に
繋
げ
て
い
く
。

高
い
取
得
率
と
な
っ
て
い

る
自
治
体
の
中
に
は
、
出
張

申
請
受
付
方
式
や
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
活
用
し
て
い
る
所

も
あ
る
。

問

申
請
を
し
て
も
ら
う
た

め
の
、
当
局
の
戦
略
は
。

町
長

水
曜
日
、
木
曜
日
の

夜
間
、
月
数
回
の
土
曜
日
の

受
付
を
行
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
や
税
の
申
告
相
談
会
場

で
の
申
請
受
付
を
検
討
し
て

い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、

各
種
公
的
証
明
書
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き
る
点

で
あ
る
。
し
か
し
本
町
で
は

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
シ
ス
テ
ム

が
な
い
た
め
に
、
カ
ー
ド
作

成
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
辛
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

問

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

初
期
構
築
費
用
と
し

て
約
２
，
７
０
０
万
円
、
導

入
後
の
利
用
料
が
５
年
間
で

２
，
１
４
５
万
円
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検

問

本
町
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
普
及
率
は
ど
の
位

か
。

町
長

Ｒ
4
年
10
月
末
時
点

で
45
％
（
全
国
平
均
51
・
１

％
）

問

取
得
率
の
分
布
は
。

町
長

30
代
で
は
37
・
７
％
、

80
代
以
上
で
は
27
・
４
％
と

な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
に
つ
い
て
は
ス
マ

ホ
の
操
作
が
障
壁
と
な
っ
て

い
る
こ
と
や
、
役
場
に
出
向

く
こ
と
が
困
難
な
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
未
取
得
理
由
で
多
い
も

の
が
「
情
報
流
出
が
怖
い
」
、

「
申
請
が
面
倒
」
、
「
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
と
な
っ

て
い
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
に
つ
い

て
の
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

重
大
な
個
人
情
報
は

入
っ
て
い
な
く
、
ま
た
様
々

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
施

さ
れ
て
い
る
。

問

籾
殻
燃
焼
時
に
お
け
る

発
が
ん
性
物
質
の
発
生
は
、

粒
子
の
形
状
と
燃
焼
温
度
に

よ
っ
て
抑
え
る
こ
と
が
出
来

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
安
全

だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
良

い
か
。

町
長

粉
体
化
し
て
使
用
す

る
こ
と
で
、
発
が
ん
性
物
質

の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く
こ

と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
国
内
の
先
行
事
例
で
は

発
が
ん
性
物
質
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、

燃
焼
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
籾

殻
灰
は
肥
料
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
る
。

問

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
当

局
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
脱
炭
素
化
の
モ
デ

ル
を
実
現
し
、
そ
れ
を
波
及

さ
せ
て
い
く
。

冬
期
間
の
農
業
収
入
が
少

な
く
、
長
年
の
懸
案
と
さ
れ

て
き
た
。
八
郎
潟
町
は
災
害

も
少
な
く
、
農
業
は
や
り
や

す
い
。
10
年
、
15
年
先
を
見

据
え
て
、
儲
か
る
農
業
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
を
や
が
て

は
人
口
増
加
に
結
び
つ
け
て

い
き
た
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
対

す
る
取
り
組
み

外
部
指
導
者
の
報
酬
に
つ

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
実
態
調

査
に
よ
る
と
、
無
報
酬
が
35

％
で
あ
り
、
60
％
以
上
が

報
酬
有
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
報
酬
受
給
率
１
０
０
％
の

部
活
動
指
導
員
を
除
く
）

問

外
部
指
導
者
の
報
酬
に

対
す
る
、
当
局
の
考
え
を
伺

う
。

教
育
長

５
年
度
か
ら
は
気

持
ち
ば
か
り
の
謝
金
を
お
支

払
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。都

会
の
方
で
は
受
益
者
負

担
が
基
本
だ
が
、
保
護
者
負

担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

た
い
と
い
う
こ
と
と
、
外
部

指
導
者
へ
の
気
持
ち
を
表
し

た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
る
。

部
活
動
の
地
域
移

行
を
果
た
す
た
め

の
体
制
構
築

・
そ
の
他

『
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
活
用
提
案
』
や
、『
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
の
提
案
』、『
６
月
定
例

会
一
般
質
問
後
の
進
捗
』

に
つ
い
て
等
を
質
問
を
し

ま
し
た
。

一 般 質 問一 般 質 問 一 般 質 問一 般 質 問

八郎潟町議会だより第154号 （8 ）令和５年１月１日

議員

定
使
用
料
の
１
ヶ
月
相
当
分

と
な
る
１
９
，
４
０
０
ｋ
ｗ

ｈ
で
仮
定
す
る
と
年
間
で
19

万
３
，
０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
の
使

用
と
な
り
ま
す
。

再
質
問

こ
れ
は
、
当
初
か

ら
の
予
定
数
量
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

総
務
課
長

報
告
書
の
55
ペ

ー
ジ
。
こ
の
報
告
書
で
は
新

庁
舎
に
お
け
る
想
定
使
用
料

は
年
間
で
23
万
２
，
８
０
４
ｋ

ｗ
ｈ
で
想
定
さ
れ
て
お
り
相

対
的
に
、
こ
の
後
厳
冬
期
の

電
力
使
用
量
は
実
際
使
用
し

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。

問

現
状
趨
勢
ケ
ー
ス
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
推
計

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
見
通

し
を
踏
ま
え
て
計
画
目
標
の

設
定
や
部
門
別
の
対
策
・
施

策
の
立
案
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
報

告
書
を
見
て
も
、
作
成
し
た

本
人
し
か
理
解
出
来
な
い
と

思
い
ま
す
。
５
ペ
ー
ジ
６
ペ

ー
ジ
の
間
に
、
計
算
「
現
状

趨
勢
ケ
ー
ス
の
推
計
方
法
」

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
町

内
の
建
設
業
・
鉱
業
関
連
の

事
務
所
の
廃
業
等
の
単
発
的

な
事
象
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
そ
の
傾
向
が
続
く
と

考
え
る
に
は
適
し
な
い
も
の

と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

問

⑵
「
第
２
次
秋
田
県
温
暖

化
対
策
推
進
計
画
」
と
あ
る
が

「
第
２
次
秋
田
県
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
計
画
」
で
は

町
長

地
球
の
２
文
字
が
書

か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

⑶
27
ペ
ー
ジ
の
図
表
２

―
４
―
１
の
説
明
で
、
今
後

減
少
す
る
と
書
か
れ
て
お
り

ま
す
が
、
増
加
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
55
ペ
ー

ジ
の
図
表
２
―
82
と
２
―
84

の
表
題
の
表
記
は
本
町
現
庁

舎
で
は
な
く
、
本
町
新
庁
舎

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
更
に

65
ペ
ー
ジ
の
図
表
２
―
98
⑶

の
値
欄
の
５
は
間
違
い
で
正

し
い
値
は
３
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

町
長

以
上
の
記
述
は
す
べ

て
間
違
い
で
す
。
間
違
い
に

つ
い
て
は
修
正
し
た
も
の
を

提
出
し
ま
す
。

八
郎
潟
町
脱
炭
素
社

会
構
築
事
業
報
告
書

の
「
現
状
趨
勢
ケ
ー

ス
」
の
推
進
方
法
の

考
え
方
に
つ
い
て

八郎潟町脱炭素型社会構築事業による庁舎建て替えで
新庁舎の今日までの省エネ効果の数値は

金　　一義

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
庁
舎
の
建

て
替
え
に
よ
る
省
エ
ネ
の
推

進
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
新
・
旧
役
場
の

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
算
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
以
前
、
私

が
新
庁
舎
建
設
時
に
提
案
し

た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
こ
そ
が
脱
炭
素
の

切
り
札
で
し
た
が
、
は
な
は

だ
残
念
で
す
。
そ
こ
で
、
新

庁
舎
も
４
月
29
日
の
落
成
式

か
ら
早
く
も
７
ヶ
月
も
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
、
今
日
ま
で

の
削
減
効
果
と
、
一
年
12
ヶ

月
残
り
の
想
定
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
示
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
新
・
旧
庁
舎
の
比
較

表
も
示
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

新
庁
舎
と
な
っ
て
か

ら
の
省
エ
ネ
効
果
は
、
昨
年

同
期
の
比
較
に
な
り
ま
す
が
、

電
気
は
８
ヶ
月
で
４
万
１
，

０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ
で
、
76
・
１

％
の
増
加
。
ガ
ス
が
５
ヶ
月

で
24
・
５
立
方
メ
ー
ト
ル
、

80
・
９
％
の
減
。
Ａ
重
油
は

非
常
用
発
電
機
で
、
７
０
０

ℓ
ほ
ど
給
油
し
て
お
り
97
％

の
減
、
灯
油
に
つ
き
ま
し
て

は
皆
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

削
減
効
果
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
３
月
ま
で
の
想
定
使
用

料
は
、
電
気
に
つ
い
て
は
報

告
書
55
ペ
ー
ジ
の
新
庁
舎
想

９
月
定
例
議
会
に
答
弁
の

保
留
を
さ
れ
た
、
質
問
に
対

し
て
ま
だ
報
告
が
あ
り
ま
せ

ん
。
報
告
書
の
43
ペ
ー
ジ
に

あ
る
数
字
の
考
え
方
が
違
う

う
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と

で
質
問
し
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
長

こ
の
件
に
関
し

て
９
月
の
定
例
議
会
終
了
後
、

委
託
先
で
あ
り
ま
す
株
式
会

社
日
本
総
合
研
究
所
に
報
告

書
の
数
値
の
再
確
認
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
そ

の
回
答
が
来
て
お
り
ま
せ
ん
。

回
答
が
来
次
第
修
正
し
た
も

の
は
皆
様
の
所
に
お
配
り
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
議
会
の
質
問
が

12
月
定
例
議
会
の
今
日
ま
だ
、

報
告
が
な
い
と
は
は
な
は
だ

残
念
で
す
。

問

八
郎
潟
町
脱
炭
素
社
会

構
築
事
業
に
よ
る
、
庁
舎
建

て
替
え
で
新
庁
舎
の
今
日
ま

で
の
省
エ
ネ
効
果
の
数
値
の

値
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

報
告
書
を
見
る
と
、
第
一

の
考
え
を
入
れ
る
べ
き
か
と

思
い
ま
す
。

町
長

現
状
趨
勢
ケ
ー
ス
の

排
出
量
推
移
予
測
に
つ
き
ま

し
て
は
、
環
境
省
「
自
治
体

排
出
量
カ
ル
テ
」
に
記
載
の

八
郎
潟
町
の
２
０
１
８
年
度

部
門
別
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
基

に
、
各
部
門
の
部
門
別
排
出

量
の
推
計
に
用
い
ら
れ
て
い

る
按
分
指
標
の
２
０
０
５
年

か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
の
数

値
を
直
線
回
帰
し
て
２
０
５

０
年
ま
で
の
推
移
予
測
を
行

い
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
こ
れ
と

同
じ
割
合
で
推
移
す
る
も
の

と
仮
定
し
て
算
出
し
て
お
り

ま
す
。

問

⑴
７
ペ
ー
ジ
の
⑵
の
建

設
業
・
鉱
業
に
お
け
る
予

測
で
、
本
指
標
に
つ
い
て
は
、

他
指
標
と
同
様
の
線
形
回
帰

は
予
測
に
適
し
な
い
と
あ
り

ま
す
が
、
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

町
長

建
設
業
・
鉱
業
で
は
図

表
―
７
の
通
り
、
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
１
４
年
に
か
け
て

従
業
員
数
が
非
連
続
的
に
減

少
し
、
そ
の
後
横
ば
い
と
な

八
郎
潟
町
脱
炭
素

社
会
構
築
事
業
報

告
書
の
記
述
の
疑

問
に
つ
い
て



●

補
正
予
算
議
案

３
件

●

陳
情

３
件

●

連
携
協
約
の
締
結
議
案

１
件

◆
一
般
会
計
補
正

予
算
審
議

※
総
務
課
関
係

南
秋
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
負
担
金
の

補
助
金
が
減
額
に
な
っ
た

理
由
は
。

国
庫
補
助
金
で
国
か

ら
直
接
協
議
会
へ
交
付
さ

れ
た
補
助
金
で
あ
り
ま
す

が
、
配
分
率
が
下
が
っ
た

た
め
減
額
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

※
産
業
課
関
係

訴
訟
弁
護
委
託
料
の

予
算
額
は
、
経
済
的
利
益

の
10
％
と
い
う
説
明
と
整

合
す
る
の
か

10
％
は
あ
く
ま
で
目

安
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ

ば
30
万
円
程
度
が
妥
当
と

な
る
が
、
弁
護
士
の
計
ら

い
に
よ
り
こ
の
金
額
と
な

っ
て
い
る
。

※
建
設
課
関
係

堆
雪
場
整
備
工
事
費

を
計
上
し
て
い
る
が
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

旧
小
学
校
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
フ
ェ
ン
ス
を
一
部

撤
去
し
、
併
せ
て
除
雪
車

が
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う

に
側
溝
に
蓋
を
設
置
す
る

工
事
と
な
る
。

◆
連
携
協
約
の
締
結

議
案
審
議

民
間
会
社
は
ど
の
よ

う
に
選
定
さ
れ
る
の
か
。

秋
田
県
が
令
和
５
年

４
月
よ
り
公
募
を
行
い
、

９
月
末
ま
で
に
選
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

総
務
産
業

常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
審
議

●

条
例
関
係
議
案

１
件

●

補
正
予
算
議
案

４
件

●

陳
情

４
件

◆
条
例
の
一
部
改
正

審
議

　
　
　
八
郎
潟
町
消
防
団
員

の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
は
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
。出

動
時
の
手
当
の
増

額
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
例

え
ば
団
員
が
研
修
等
出
張

の
際
に
も
旅
費
を
支
給
す

る
と
い
う
内
容
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正

予
算
審
議

※
福
祉
課
関
係

介
護
施
設
等
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助

教
育
民
生

常
任
委
員
会

金
の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
。

入
所
施
設
分
が
９
，

０
０
０
円
×
33
名
、
通
所

施
設
分
が
４
，
５
０
０
円

×
95
名
の
計
３
３
９
万
８

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
保
健
課
関
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
似
た
よ
う
な
名
前
の
負

担
金
・
補
助
金
が
あ
る
が

そ
の
違
い
は
何
か
。

負
担
金
に
つ
い
て
は

接
種
に
対
す
る
も
の
、
補

助
金
に
つ
い
て
は
物
品
の

購
入
に
対
す
る
も
の
で
す
。

※
教
育
課
関
係

海
洋
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
費
の
旅
費
に
つ
い
て

は
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
鉄
骨

修
繕
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
言

う
こ
と
だ
が
、
Ｂ
＆
Ｇ
本

部
へ
行
く
の
か
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
本
部
へ

行
く
予
定
で
す
。

議会全員協議会 令和４年10月14日開催

［協議案件］　・ 八郎潟保全会との訴訟における和
解について

議会全員協議会 令和４年11月30日開催

［協議案件］　・ 12月定例会に提出する議案の主な
内容について

議決された条例の主な内容
●�八郎潟町消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例一部改正

消防団は地域防災力の中核的役割を果たす存

在でありますが、団員数の著しい減少と近年の

多様化、激甚化する災害など消防団に求められ

る役割は多様化、複雑化しており、団員個人の

負担も増加していることから、令和３年４月13

日の消防庁長官通知を踏まえ消防団員の処遇改

善を図る必要があるため、団員に対し出動報酬

等を支給するものです。
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（令和４年）八郎潟町議会12月定例会
提  出  議  案  結  果  報  告

議案番号 審　議　案　件 結　果

議案第41号 八郎潟町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例について 全員賛成可決

議案第42号 令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第５号）について
賛成多数可決

（�反対：加藤千代美
　　　 京極　幸村
　　　 金　　一義）

議案第43号 令和４年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決
議案第44号 令和４年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第45号 令和４年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第46号 令和４年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第47号 令和４年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第５号）について 全員賛成可決

議案第48号 秋田県及び八郎潟町における生活排水処理事業の運営に係る連携協約の締
結について 全員賛成可決

議案第49号 八郎潟町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

全員賛成同意
（小野　勤氏）

議案第50号 令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第６号）について 全員賛成可決

選挙第１号 湖東地区行政一部事務組合議会議員の選挙について 指名推選
（加藤千代美）

■陳情
受理
番号

受　理
年月日 件名 住　所 氏　　名 件　　　名 本会議

結　果
付　託
委員会

７ R４年
10月５日 陳情 秋田市 秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　三浦　耐子
安全・安心の医療・介護実現の
ため人員増と処遇改善のため国
に意見書提出を求める陳情

採択 教育
民生

８ R４年
10月５日 陳情 秋田市 秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　三浦　耐子

医療・介護・保育・福祉などの
職場で働くすべての労働者の大
幅賃上げのため国に意見書提出
を求める陳情

採択 教育
民生

９ R４年
10月27日 陳情 秋田市 秋田県社会保障推進協議会

会長　佐藤　幸美
介護保険制度の改善を求める陳
情書 採択 教育

民生

10 R４年
11月11日 陳情 秋田市 加賀屋　俊悦 学校部活動の地域移行に関する

陳情 採択 教育
民生

11 R４年
11月22日 陳情 秋田市 秋田県商工団体連合会

会長　小玉　正憲
「消費税インボイス制度の実施
延期を求める意見書」を政府に
送付することを求める陳情書

採択 総務
産業

12 R４年
11月22日 陳情 大潟村 生き物共生農業を進める会

代表　今野　茂樹
再生可能エネルギーを使った地
方の人口減少に歯止めをかける
仕組み作りを求める陳情

採択 総務
産業

13 R４年
11月22日 陳情 大潟村 生き物共生農業を進める会

代表　今野　茂樹
米余りを解消し、食料自給率を
高めるために水稲収穫量調査の
基準見直しを求める陳情

採択 総務
産業
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（令和４年）八郎潟町議会12月定例会
提  出  議  案  結  果  報  告

議案番号 審　議　案　件 結　果

議案第41号 八郎潟町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例について 全員賛成可決

議案第42号 令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第５号）について
賛成多数可決

（�反対：加藤千代美
　　　 京極　幸村
　　　 金　　一義）

議案第43号 令和４年度八郎潟町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 全員賛成可決
議案第44号 令和４年度八郎潟町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第45号 令和４年度八郎潟町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第46号 令和４年度八郎潟町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 全員賛成可決
議案第47号 令和４年度八郎潟町上水道特別会計補正予算（第５号）について 全員賛成可決

議案第48号 秋田県及び八郎潟町における生活排水処理事業の運営に係る連携協約の締
結について 全員賛成可決

議案第49号 八郎潟町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

全員賛成同意
（小野　勤氏）

議案第50号 令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第６号）について 全員賛成可決

選挙第１号 湖東地区行政一部事務組合議会議員の選挙について 指名推選
（加藤千代美）

■陳情
受理
番号

受　理
年月日 件名 住　所 氏　　名 件　　　名 本会議

結　果
付　託
委員会

７ R４年
10月５日 陳情 秋田市 秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　三浦　耐子
安全・安心の医療・介護実現の
ため人員増と処遇改善のため国
に意見書提出を求める陳情

採択 教育
民生

８ R４年
10月５日 陳情 秋田市 秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　三浦　耐子

医療・介護・保育・福祉などの
職場で働くすべての労働者の大
幅賃上げのため国に意見書提出
を求める陳情

採択 教育
民生

９ R４年
10月27日 陳情 秋田市 秋田県社会保障推進協議会

会長　佐藤　幸美
介護保険制度の改善を求める陳
情書 採択 教育

民生

10 R４年
11月11日 陳情 秋田市 加賀屋　俊悦 学校部活動の地域移行に関する

陳情 採択 教育
民生

11 R４年
11月22日 陳情 秋田市 秋田県商工団体連合会

会長　小玉　正憲
「消費税インボイス制度の実施
延期を求める意見書」を政府に
送付することを求める陳情書

採択 総務
産業

12 R４年
11月22日 陳情 大潟村 生き物共生農業を進める会

代表　今野　茂樹
再生可能エネルギーを使った地
方の人口減少に歯止めをかける
仕組み作りを求める陳情

採択 総務
産業

13 R４年
11月22日 陳情 大潟村 生き物共生農業を進める会

代表　今野　茂樹
米余りを解消し、食料自給率を
高めるために水稲収穫量調査の
基準見直しを求める陳情

採択 総務
産業
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議案等
・ 令和４年度八郎潟町一般会計補正予算（第４号）について ▶▶ 全員賛成可決
・ 財産の取得について（インターネット系タブレットPC購入業務） ▶▶ 全員賛成可決
・ 八郎潟保全会との訴訟における和解について ▶▶ 賛成多数（反対 加藤千代美、金　一義）

臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会臨時会第４回 令和４年10月20日開催

こ
の
た
び
の
補
正
予
算

（
令
和
４
年
度
八
郎
潟
町

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５

号
）
に
つ
い
て
反
対
致
し

ま
す
。

理
由国

の
交
付
金
を
返
還
し
、

特
定
の
保
全
会
に
、
町
の

一
般
財
源
か
ら
交
付
金
を

交
付
す
る
か
ら
で
あ
る
。

町
の
一
般
財
源
は
町
民

に
公
平
に
使
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
の
団
体

に
国
の
交
付
金
で
賄
え
る

も
の
を
一
般
財
源
か
ら
交

付
す
る
こ
と
は
、
公
平
性

を
欠
く
か
ら
で
あ
る
。

裁
判
所
の
「
和
解
案
」

を
よ
く
読
む
と
、
両
者
が

初
心
に
か
え
っ
て
互
い
の

主
張
を
取
り
下
げ
て
、
和

解
し
た
方
が
得
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
。

何
故
、
裁
判
行
為
を
行

う
と
い
う
段
階
で
両
者

が
納
得
い
く
ま
で
議
論
を

積
み
重
ね
な
か
っ
た
の
か
、

又
、
こ
の
議
論
を
深
め
る

中
で
第
三
者
を
い
れ
、
議

論
を
積
み
重
ね
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

私
が
思
う
に
は
、
そ
の

様
な
過
程
が
な
さ
れ
ず
に
、

裁
判
行
為
に
突
き
進
む
た

め
に
、
議
会
で
議
決
行
為

を
行
い
、
今
日
ま
で
裁
判

を
継
続
し
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。

し
か
し
、
結
果
を
見
る

と
町
民
の
ほ
と
ん
ど
の
方

は
何
故
裁
判
が
お
き
て
い

る
の
か
理
解
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
と
、
こ
こ
に
至
っ

て
和
解
す
る
こ
と
に
至
っ

た
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま

で
問
題
を
大
き
く
し
た
責

任
を
だ
れ
も
取
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

今
、
町
の
一
般
財
源
を

使
用
す
る
に
あ
た
り
、
行

政
を
始
め
と
す
る
立
法
に

お
い
て
も
責
任
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
町
民
と
乖
離

し
た
町
政
運
営
、
議
会
運

営
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
２
点
で
反
対

す
る
。

石
井
清
人
議
員

畠
山
一
充
議
員

議
案
第
₄₀
号

﹁
八
郎
潟
保
全
会
と
の
訴
訟
に
お
け
る
和

解
に
つ
い
て
﹂
に
対
す
る
賛
成
討
論

私
が
こ
の
和
解
案
を
評
価
す
る
点
は
、

保
全
会
が
町
に
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
と

裁
判
所
が
認
め
た
事
で
あ
り
ま
す
。

評
価
し
な
い
点
は
、
町
が
保
全
会
に
対

し
て
７
８
０
万
９
，９
０
０
円
を
交
付
し
、

そ
の
中
か
ら
３
０
３
万
４
，４
１
０
円
を

返
還
し
て
も
ら
う
判
決
で
す
。
今
回
出
し

た
お
金
の
一
部
か
ら
返
還
さ
せ
る
こ
と
が

以
前
の
債
権
の
回
収
に
な
る
と
は
お
か
し

な
話
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
な
ぜ
こ
の
和
解
案
に
賛

成
す
る
か
と
言
え
ば
、
仮
に
最
高
裁
ま
で

行
っ
た
と
し
て
も
こ
の
和
解
案
と
同
じ
よ

う
な
判
決
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
多

大
な
時
間
と
労
力
と
費
用
を
か
け
て
も
和

解
案
と
同
じ
よ
う
な
判
決
が
確
定
す
れ
ば

裁
判
を
行
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
で
あ
れ
ば
和
解
案
を
受
け
入
れ
早
期
に

解
決
し
た
方
が
良
い
と
考
え
ま
す
。
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
賃
金
が
未
払
い
で
、
タ

ダ
働
き
し
た
方
も
い
る
そ
う
で
、
そ
の
救

済
策
に
も
な
り
ま
す
。

以
上
が
本
議
案
に
賛
成
す
る
理
由
で
あ

り
ま
す
。

臨
時
議
会
に
お
け
る
賛
成
討
論
の
掲
載
に
つ
い
て

議
案
第
₄₀
号

﹁
八
郎
潟
保
全
会
と
の
訴
訟
に
お
け
る
和

解
に
つ
い
て
﹂
に
対
す
る
賛
成
討
論

一
般
財
源
、
い
わ
ゆ
る
町
税
負
担
軽
減

を
配
慮
す
る
に
あ
た
り
、
双
方
の
円
満
解

決
策
と
し
て
和
解
勧
告
案
に
応
ず
る
事
が

最
良
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
夜
叉
袋
地
区
の
構
成
員
か
ら
は

「
今
夏
の
草
刈
り
及
び
砕
石
の
運
搬
・
設

置
作
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
本
来
の
姿
で

あ
る
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
て
良
い
」
、
「
今
回
の
裁
判
で
終
止
符

を
打
ち
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
賛
成
の
理
由
で
あ
り
ま
す
。

12
月
定
例
会

議
案
第
42
号
に
対
す
る
反
対
討
論

加
藤
千
代
美
議
員
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伊
藤
敦あ

つ

お朗
議
員

逝
去
（
享
年
69
歳
）

か
ね
て
病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
伊
藤
敦
朗
議

員
が
、
令
和
４
年
12
月
２
日
午
前
８
時
46
分
永
眠
い

た
し
ま
し
た
。

葬
儀
は
議
会
開
会
前
日
の
12
月
５
日
午
後
２
時
か

ら
虹
の
ホ
ー
ル
・
レ
ゼ
ー
ル
湖
東
に
お
い
て
、
哀
悼

の
念
耐
え
難
く
悲
し
み
の
中
に
も
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
故
人
の
功
績
を
偲
び
、
石
井
清
人
議
員
に

よ
る
追
悼
演
説
を
記
載
し
ま
す
。

八
郎
潟
町
議
会
議
員

故

伊
藤
敦
朗
氏
が
去
る
12
月
２

日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に

痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
追
悼
の
辞
を

述
べ
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
八
郎
潟
町
議

会
12
月
定
例
会
開
会
に
あ
た

り
３
番
議
席
に
君
は
な
く
卓

上
の
花
を
見
て
た
だ
た
だ
在

り
し
日
の
思
い
出
に
涙
す
る

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
は
明
朗
闊
達
、
優

し
い
人
柄
で
ゆ
え
に
多
く
の

人
望
を
集
め
ら
れ
、
衆
望
を

も
っ
て
平
成
25
年
１
月
八
郎

潟
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
見
事
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
連
続
し
て
ご
当
選
に
な

り
町
発
展
の
推
進
に
尽
く
さ

れ
て
来
ま
し
た
。

伊
藤
議
員
あ
な
た
は
高
校

卒
業
後
、
小
畑
設
計
事
務
所

勤
務
を
経
て
設
計
事
務
所
を

立
ち
上
げ
住
宅
設
計
に
ま
い

進
し
て
き
ま
し
た
。
ゆ
え
に

あ
な
た
の
議
会
質
問
は
営
繕

に
係
る
も
の
が
多
く
そ
の
内

容
は
鋭
く
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
平
成
29
年
３

月
議
会
か
ら
総
務
産
業
常
任

委
員
会
委
員
長
と
し
て
４
年

間
委
員
会
議
事
運
営
に
尽
力

し
、
そ
の
手
腕
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
す
ぐ
れ
た
識
見
と

情
熱
を
も
っ
て
そ
の
推
進
に

努
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
３
期
10
年
間
の
議

員
活
動
で
は
議
会
運
営
委
員

長
、
議
会
広
報
編
集
委
員
、

八
郎
潟
町
・
井
川
町
衛
生
処

理
施
設
組
合
議
員
、
湖
東
地

区
行
政
一
部
事
務
組
合
議
員

の
要
職
を
務
め
た
の
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
あ
っ
て
は

異
業
種
交
流
会
ク
ラ
イ
ン
の

会
長
や
27
区
町
内
会
長
を
長

く
務
め
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
た
こ
と
は
多
く
の
人
に
永

久
に
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
に
と
も
に

八
郎
潟
町
議
会
議
員
当
選
し

た
と
き
、
二
人
で
一
献
傾
け

な
が
ら
八
郎
潟
町
発
展
の
た

め
頑
張
ろ
う
と
誓
い
合
っ
た

は
ず
な
の
に
、
志
し
半
ば
で

不
帰
の
旅
に
出
る
と
は
あ
な

た
自
身
も
残
念
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

こ
こ
に
い
る
11
人
の
議
員

仲
間
は
あ
な
た
の
思
い
を
胸

に
今
後
と
も
町
発
展
の
た
め

に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
追
悼
の
辞

と
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
12
月
６
日

八
郎
潟
町
議
会
議
員

　
　
石

井

清

人

追
悼
の
こ
と
ば

◆
は
じ
め
に

本
委
員
会
は
、
は
ち
ら
ぼ

関
係
予
算
に
つ
い
て
補
助
金

額
の
是
非
に
つ
い
て
、
出
来

る
限
り
補
助
金
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
圧
縮
す
る
方
策
が

な
い
か
を
模
索
い
た
し
ま
し

た
。
６
月
か
ら
12
月
ま
で
９

回
に
渡
り
話
し
合
い
や
視
察

を
行
い
、
意
見
・
提
言
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
報
告
書

は
全
て
の
意
見
・
提
言
を
盛

り
込
む
こ
と
を
基
本
と
し
、

一
つ
の
結
論
に
集
約
し
な
い

形
と
し
ま
し
た
。

は
ち
ら
ぼ
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
の
概
要

◆
経
過

12
月
５
日

議
長
へ
提
出

12
月
６
日

議
会
へ
の
報
告

町
当
局
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ち

ら
ぼ
に
報
告
書
を
議
長
よ
り

提
出◆

主
な
内
容
（
抜
粋
）

・
営
業
時
間
の
見
直
し

・
店
舗
の
集
約
（
不
採
算
部

門
の
撤
退
）

・
従
業
員
数
の
適
正
化
（
複

数
業
務
を
こ
な
せ
る
人
材

育
成
）

・
収
入
増
に
つ
な
が
る
魅
力

議
会
運
営

　
　委
員
会

故
伊
藤
敦
朗
議
員
逝

去
に
伴
い
委
員
互
選
と

正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
左
記
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長

畠

山

一

充

副
委
員
長

村

井
　
　
　昇

委

員

新

小

柳
　
　
　聡

委

員
石

井

清

人

的
な
商
品
の
開
発

・
取
扱
品
目
の
厳
選

◆
ま
と
め

町
の
財
政
規
模
か
ら
す
る

と
現
在
の
補
助
金
額
は
大
き

い
の
で
、
来
年
度
は
少
な
く

と
も
１
千
万
に
上
記
の
提
言

も
考
慮
し
た
上
で
抑
え
て
ほ

し
い
と
記
載
し
た
。
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議長から町長へ

石井委員長から議長へ
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ど
れ
位
の
速
度
で
技
術
が
進
ん

で
い
る
の
か
、
卯
年
（
う
さ
ぎ
ど

し
）
の
年
表
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
、
今
や
当
た
り
前
の

ス
マ
ホ
の
普
及
率
は
１
割
強
で
し

た
。

１
９
９
９
年
、
携
帯
電
話
の
普
及

率
は
約
４
割
で
し
た
。

１
９
８
７
年
、
日
本
で
初
め
て
携

帯
電
話
が
誕
生
し
ま
し
た
。

も
の
す
ご
い
早
さ
で
技
術
は
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え

る
ワ
ク
ワ
ク
感
は
変
わ
ら
な
い
も

の
で
す
。

自
分
の
こ
と
、
町
の
こ
と
、
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
夢
を
描
い
た
も
の

で
し
ょ
う
か
？

皆
さ
ん
の
夢
が
現
実
と
な
り
、

ご
多
幸
な
一
年
と
な
る
よ
う
祈
念

致
し
ま
す
。

（
京
極
）

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長

小
柳

　
　聡

副
委
員
長

京
極

幸
村

委

　
　員

加
藤
千
代
美

　
　
　
　
　
　村
井

　
　昇

　
　
　
　
　
　伊
藤

秋
雄

議 会 の う ご き議 会 の う ご き

 ５日 第７回はちらぼ調査特別委員会
11日 秋田県町村議会議長会理事会（議長）
18日 例月出納検査（監査委員）
20日 議会運営委員会
  第４回臨時会
25～26日　町村議会議員特別セミナー
   滋賀県（小柳・京極）

10月 14日 秋田県知事と議会議長との行政懇談会
17日 南秋田郡町村議員大会
18日 例月出納検査（監査委員）
29日 議会運営委員会
  議会広報編集委員会
30日 議会全員協議会

 ４日 第８回はちらぼ調査特別委員会
８～10日　町村議会議長会全国大会など（議長）
10・11日　定期監査（監査委員）

11月
 ２日 第９回はちらぼ調査特別委員会
 ６日 議会定例会（９日まで）
 ９日 議会運営委員会
19日 例月出納検査（監査委員）
21日 議会広報編集委員会

12月

編
集
後
記

お知らせ
広
報
編
集
委
員
会
は
今
号

を
も
っ
て
入
れ
替
わ
り
と

な
り
ま
す
。

頑張っています!私た
ち

私た
ち

一日市裸参り実行委員会
実行委員長　森川　大輔　

　2017年を最後にいったん終了という決断をした一
日市裸参りでしたが、「伝統を絶やしたくない」とい
う若い人たちの熱意に背中を押され、新実行委員長を
引き受けてから５年が経ちました。
　元旦０時から「ジョヤサ！」の掛け声とともに町内
を走り、一日市地区周辺の神社を参拝して五穀豊穣や
無病息災などを祈願します。
　近年はコロナ禍もあってやむなく中止することもあ
りましたが、今後とも出来る限り続けていき、町の大
切な行事として次世代に引き継いでいけたらと思いま
す。
　今年の一日市裸参りに刺激を受け「来年挑戦してみ
たい」という方がいましたら下記の番号に連絡をいた
だければと思います。
　　　　　　　　一日市裸参り実行委員会事務局
　　　　　　　　　090-7325-3311（担当：渡部） ※ 掲載写真は過去の

ものです。
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